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「子ども・若もの支援ネットワークおおさか」（発達の遅れや障害、不登校や引きこもりなど、困難

や不安をもつ子ども・若もの、その家族の人権を守り、発達と自立のための支援活動を実践）の、とう

もろこしの収穫に、16家族・24名が参加しました（８月１日・大阪府千早赤阪村）。

収穫後、参加者は茹でたとうもろこしとスイカを食べ、ぼっちゃん南京と、とうもろこしがお土産に

なりました（ピュア・ホワイトは、交配しやすいので育てるのが大変です。文字通り白く、甘い品種で

す）。
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不登校や引きこもりとなる背景・要因に、発達障害がからんでいる場合が少なくありません。そして、

不適応が大きくなればなるほど、本人は深く傷つき、二次的な精神障害を引き起こしているケースも少

なくないのです。発達障害の場合も、早い時点で障害を発見し、早期から療育を受けることを可能にす

る制度・施策が切実に求められています。



多くの場合、就学や進学、就労などライフステージの移行の時期、そしてそれらの時期と密接にかか

わる本人の生理的・心理的状況が変化する時期に、発達障害による困難が顕在化し、拡大しやすくなり

ます。そして、深く傷つけば傷つくほど、自己否定感が強くなり、将来への強い不安・絶望にさいなま

れることになります。その時、何よりの支えになり力になるのは、自分のことを理解し受け止めようと

してくれる人の存在です。



引きこもらざるを得なかった若者たちが、家族に自分の気持ちを安心して出すことができるようにな

ると、それが自立に向けての一歩になります。そして、気力と意欲の高まりに応じて、次の一歩を踏み

出すための情報と適切なステップを提供していきます。自分を発揮できる出番・役割、そして働くこと

によって仲間とつながり、生活をつくり出す喜びを積み上げること、それがさらに大きな一歩となって

いきます。 （２～４頁のコメント・青木道忠さん、写真と文　下野祇園）
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【ひろばトーク】
判決にこめられた思いは「人間らしい生活」
会が『人間裁判　元裁判官の手記』を発行 朝日　健二 6

●特集●　後期高齢者医療制度は即時廃止！

怒りと困惑がおさまらない
―年金者組合大阪本部女性部がアンケート― 10
制度廃止の波を地域から──葛飾の取り組み 和泉　尚美 17
厚労省前で抗議する91歳のヘルパーさん
～池田展江さん～ 21
高齢者が輝いて生きて、安らかに死ねる医療を
～橋本忠雄さん（橋本クリニック院長）に聞く～ 26

●トピックス ●
お葬式と格差・貧困（１）「自分らしさ」と残される者への｢思いやり｣
──大阪「やすらぎ支援の会」の活動実践紹介── 32

釜ヶ崎・寄せ場レポート（ホームレスから日本を見れば〈番外編〉）
「生活保護も求人もラッシュ」という矛盾のなかに見えるもの ありむら潜 38
「買い物難民」「福祉実践」読者レポート募集のお知らせ 44

●連載●
フォーラム　いま、保育に何が起っているか 上野さと子 48
ゆめをかたちに～豊里学園～
「もっともっと話を聞いて」 岡元　理恵 50
相談室の窓から 一歩を踏み出す勇気を支えるもの 青木　道忠 52
社会科学の窓から見える　社会福祉ひろば
児童虐待防止法の77年の歴史と今 鍋谷　州春 54
わらじ医者　早川一光の「よろず診療所日誌」
私の地域医療（その18） 早川　一光 56
よりあって　おりあって──宅老所よりあい物語──
光子さんの褥創に悪戦苦闘（その2） 下村恵美子 58
育つ風景 土曜日の保育園を考える 清水　玲子 60
落合健二のニュース私考
民主党代表選挙だれかの高笑いが聞こえてくる 落合　健二 62
映画案内 『幸せはシャンソニア劇場から』 吉村　英夫 64
現代の貧困を訪ねて 所在不明高齢者と行旅死亡人の街 生田　武志 66
海外社会保障事情 韓国における高齢者虐待防止活動 新井　康友 68
私の研究ノート
戦後の知的障害乳幼児福祉政策の成立過程に関する研究 井原　哲人 70
花咲け！男やもめ 川口モトコ 74
バリアフリーな社会をめざして
地域の「居場所」づくり 寺田美惠子 75

今月の本棚　31／みんなのポスト　46／ことばで遊ぼう！　73／
福祉の動き 76
●グラビア●子ども・若もの支援ネットワークおおさか

～ピュア・ホワイト（とうもろこし）収穫無事終了～

●表紙の作品●
神門やすこ

●カット●
川本　浩・田上明子



憲
法
二
五
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
と
は
、
た
ん
な
る
修
飾
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
―
―
と
明
言
し
た
朝
日
訴
訟
東
京
地
裁
判
決
が
出
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
九
日
。
今

年
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
朝
日
訴
訟
の
一
審
勝
訴
判
決
を
起
案
し
た
当
時
の
左
陪
席
裁
判
官
が
今
夏
、
公
の
席
で
初
め

て
朝
日
訴
訟
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
そ
の
時
の
お
話
を
ベ
ー
ス
に
書
き
添
え
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
朝
日
訴
訟
の
会
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

筆
者
の
小
中
元
裁
判
官
は
こ
の
冊
子
の
な
か
で
、
シ
ャ
ツ
が
二
年
に
一
枚
、
パ
ン
ツ
が
年
一
枚
と

い
う
保
護
基
準
を
見
て
「
こ
れ
は
、
と
思
っ
た
」
こ
と
、
原
告
朝
日
茂
さ
ん
に
つ
い
て
「
礼
儀
正
し

い
人
」
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
裁
判
所
の
合
議
の
場
の
雰

囲
気
ま
で
感
じ
さ
せ
る
読
み
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
訴
訟
の
高
裁
判
決
は
、
不
足
す
る
保
護
費
の
額
ま
で
割
り
出
し
、「
不
当
に
低
き
に
失
す
る
」

と
し
な
が
ら
「
違
法
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
九
分
九
厘
ま
で
同
じ
と
こ
ろ
に
辿

り
つ
き
な
が
ら
、
な
ぜ
一
審
と
は
真
反
対
の
結
論
を
出
し
た
か
。
そ
の
違
い
が
小
中
元
裁
判
官
と
高

裁
の
小
沢
文
雄
裁
判
長
と
の
対
話
の
な
か
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
何
よ
り
も
憲
法
二
五
条
水
準
は
、

「
人
間
ら
し
い
生
活
」
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
念
頭
に
し
た
そ
う
で
す
。

唐
鎌
直
義
、
都
留
民
子
の
両
氏
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
被
保
護
者
の
割
合
は
、
英
国
の
二
〇
分
の

一
強
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
一
〇
分
の
一
強
だ
そ
う
で
す
。
新
政
権
の
下
で
初
め
て
保
護
基
準
に

満
た
な
い
世
帯
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
数
六
〇
〇
万
、
全
世
帯
の
一
二
％
を
超
え
ま

す
。
同
じ
く
相
対
的
貧
困
率
の
国
際
比
較
も
初
め
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
片
親
世
帯
は
五
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九
％
で
世
界
一
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
約
一
〇
倍
と
い
う
異
常
な
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
が
前
政
権
の
下
で
つ
く
ら
れ
、
あ
る
い
は
放
置
さ
れ
、
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
労
働

者
は
低
賃
金
に
甘
ん
じ
、
派
遣
会
社
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
低
賃
金
と
保
護
基
準

と
の
逆
転
が
問
題
に
な
る
と
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
奥
田
碩
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
会
長
ら
民
間
四
議

員
は
、
保
護
基
準
を
下
げ
ろ
と
迫
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
や
母
子
加
算
の

廃
止
で
す
。
国
民
は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、
さ
ら
に
保
護
受
給
者
を
白
眼
視
す
る
状
態

を
生
み
ま
し
た
。

一
〇
〇
人
を
超
え
る
高
齢
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
起
こ
し
た
生
存
権
裁
判
は
「
第
二
の
朝
日
訴

訟
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
争
っ
た
結
果
、
母
子
加
算
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
新
政
権
に
よ
っ

て
復
活
さ
れ
ま
し
た
。
老
齢
加
算
は
今
年
六
月
、
福
岡
高
裁
が
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に
反
す
る

と
し
ま
し
た
。
小
中
元
裁
判
官
は
、
こ
れ
ら
の
生
存
権
裁
判
に
も
言
及
し
、
裁
判
官
や
行
政
官
が
憲

法
二
五
条
の
理
念
を
厳
格
に
理
解
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
共
に
、
国
民
に
対
し
て
も
、
二
五
条
の
精

神
と
意
義
を
「
社
会
的
弱
者
の
立
場
に
立
っ
て
」
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

冊
子
は
好
評
で
、
憲
法
や
社
会
福
祉
系
の
大
学
の
教
員
た
ち
が
学
生
に
薦
め
、
全
国
生
活
と
健
康

を
守
る
会
連
合
会
が
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
パ
ン
フ
を
普
及
す
る
こ
と
が
、
今

日
の
困
難
を
乗
り
切
る
力
に
な
る
と
信
じ
、
朝
日
茂
さ
ん
の
養
子
に
な
っ
て
『
人
間
裁
判
　
朝
日
茂

の
手
記
』
の
普
及
に
精
魂
こ
め
た
よ
う
に
、
い
ま
、『
人
間
裁
判
　
元
裁
判
官
の
手
記
』
の
普
及
に
精

魂
を
こ
め
て
い
ま
す
。

（
Ａ
５
判
二
四
頁
、
一
部
二
〇
〇
円
、
送
料
八
〇
円
。
五
部
以
上
一
部
一
〇
〇
円
、
送
料
実
費
）

あさひ　けんじ
1935年、山口県生まれ。朝日訴訟の原告・朝日茂さんと養子縁
組、原告死亡後の上告審を受け継ぐ。その経験を生かして医
療・介護問題に取り組むかたわら、『図説・医療改革を見る40
のポイント』（大月書店）、『利用者とケアマネジャーのための
介護保険ガイド』（桐書房）など医療、介護関係の著作を発表。
現在、特定非営利活動法人朝日訴訟の会理事、生存権裁判を支
援する全国連絡会副会長、社会福祉法人や医療生協の理事とし
て活動。
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特 集

後期高齢者医療制度は
即時廃止！

～国民の受療権保障に
国が責任をもつことが筋道～

今
年
の
夏
も
猛
暑
の
な
か
、
多
く
の
高
齢
者
が
熱
中
症
で
い
の
ち
を

絶
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
て
も

電
気
代
が
払
え
な
い
停
止
状
態
や
、
そ
も
そ
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い

等
々
、
高
齢
者
世
帯
の
貧
困
と
孤
立
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
「
高
齢
者
の
た
め
の
新
た
な
医
療
制
度
等
に
つ
い
て
（
中

間
と
り
ま
と
め
）」
は
、
政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
た
高
齢
者
や
国
民
の

要
求
に
一
部
応
え
な
が
ら
も
、
医
療
の
地
域
格
差
は
拡
大
し
（
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
後
退
と
地
方
転
嫁
へ
の
懸
念
な
ど
の
考
え
方
は
、
地

方
主
権
改
革
の
考
え
方
と
同
じ
）、
抜
本
的
な
構
造
的
問
題
に
は
手
が

つ
か
ず
、
結
局
、
高
齢
者
の
受
療
権
保
障
に
国
が
責
任
を
取
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
集
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
怒
り
と
、
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
生
活
実
態
を
取
り
上
げ
、
制
度
と
現
実
と
の
乖
離
か
い
り

を
浮
き
彫

り
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
高
齢
者
の
生
活
実
態
か
ら
高
齢
者
の
受

療
権
保
障
を
ど
う
進
め
る
か
を
問
い
か
け
ま
す
。
社
会
保
障
と
し
て
の

国
民
の
受
療
権
の
保
障
こ
そ
道
筋
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し
ま
す
。

（
編
集
主
幹
）
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後期高齢者医療制度は即刻廃止！ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　怒りの声 

高齢の女性は、低年金・
無年金の人が多くて、ものす
ごく節約してますよ。電灯は点

けずにテレビの明かりで生
活しているとか、冬は暖房せず
に足湯で温まり、お風呂は週一

回。夏も冷房をつけない人
は多いです 

年金からの天引きは憲法違

反じゃないですか？　年金は生

活保障ですよ。本人の了解

も得ずに、介護保険料も後期

高齢者医療保険料も差し引く

なんて絶対、憲法違反ですよ！ 

保険料が２年ごとに引

き上げられ、高齢者は

生活の不安にお
びえて暮らす。こ
のような制度はすぐに

廃止を！ 

私は26年間、息子

の扶養家族でした

が、切り離されて
否応なく天引き
となり、生活に重く

のしかかって困って

いる 

私は毎年、不服審査請求をし、

口頭意見陳述もしているけど、

もっとやらんとアカン。『
保険料が高くて払えませ
ん』と書いて、私たちの怒りを訴
える運動を続けていきましょう！ 

歳をとると身体の不調が増

し、医療費がかさむ。そこへ高

額の保険料を引かれるのは今

後不安。医療改悪に反対！ 

80代の夫婦と100

歳を超えるおばあさ

んの３人暮らし。3
人とも後期高齢
者で、保険料が年
間24万円。大変
です 


